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序
　東方ユダヤ人ヨーゼフ・ロート（1984・1939）の小説には，東方ユダヤ人を主人公にしたものが意
外に少ない。『ヨプ』，『タラバス』（1934），『レヴィアタン」（1935）の3つを挙げることができるだ
けである。ここで取り上げる「ヨプ』（ある平凡な男の物語）は1930年に出版された。これは彼の前
期の作品との転換期の作品とされ1｝，彼にとっては初めての3万部のベストセラーとなり，1931年に
アメリカ，1933年にはイギリスで出版され，更にアメリカで1934年に映画化，1939年にはパリで舞
台化された。特にアメリカからの収入が一時的にせよロートの窮状を救った。この作品は聖書「ヨ
プ記』を題材としていることはいうまでもないが，聖書との相違はヨプが「東の国一番の富豪」と
いう初めから〈選ばれた者〉であるのに対して，メンデル・ジンガーはユダヤ人の「貧しい，平凡
な教師」であり，神の試練をく選ばれた者〉として体験すること。紀元前5－3世紀の成立とされる
「ヨプ記』はイスラエル救済史の外に立つヨプという個人の困難が主題であるが，ロートの現代のく
ヨブ〉は平凡なユダヤ人という言葉によって20世紀のユダヤ民族の苦顛に普遍性を与えていること
である。この作品には信仰の問題以外にもいくつかのテーマがある。東方ユダヤ人の生活と存続の
危機，アメリカへのユダヤ移民と同化，夫婦，父と子の世代間の問題などである。時間の流れはそ
の違いによって民族性の相違，社会の特性となって表れる。ここでは「ヨプ」における時を告げる
時鐘をひとつのキーワードとして耀え，ツクノウとアメリカでは時間がどんな意味を持ち，神と人
間の関わりがどう変化するのか模索してみる。そしてヨブは神の元で信仰を取り戻し，再び平和を
手に入れたとされているが，メンデルは果たして信仰と平和を取り戻したのか。またこの時期ロー
トの満たし得ない心の枯渇を宗教は癒していたのだろうか。
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1　まずロシアで時鐘が印象的に聞こえる場面をいくつか挙げてみる。
むかしツクノウにメンデル・ジンガーという名の，信心深く，神を畏れ，そして平凡で貧しい教師
がいた。彼にはすでに三人の子供がいたが，ある年の夏，また男の子が生まれる。メヌヒムと名づ
けられた赤ん坊は一才を過ぎる頃から異常が現われ，天然痘の予防接種にやって来た医者から癩痛
だと診断される。メンデルは妻デボラの子供を医者に委ねようという意見に反対し，「我々は貧しい
が，赤ん坊の治療が無料だということだけで，メヌヒムの魂は売らない」（S，111）と子供の入院を
拒む。思い余ってラビを訪ねたデボラに，子供はやがて治るから決して見捨ててはならないと告げ
られる。
（1）Ein　unheimliches　Getδse　brach　los　in　seinem　Kopf，…
　　Endlich　klang　es　drei　von　der　Wanduhr，　die　Stunde，　in　der　sich　die　Schttler　am
　　Nachmittag　versammelten．…　　Des　Vaters　Zom　versprtthte，　erkaltete，　erlosch，
　　…　　　　（S．116）
「彼の頭の中では不気味な轟音が起こった，…　　ようやく壁の時計から3時の時刻が鳴っ
　た。午後に生徒たちが集まる時刻だった。…　父の怒りは飛び散り，冷めて，消えた」
　メンデルの「ユダヤ人は神に対していかなる仲介者をも必要としない」（S．164）という信仰上の
戒律を無視して，ラビの元へ奇蹟を求めてメヌヒムを連れて行ったデボラが帰宅したところであ
る。久し振りに会う弟に対する兄たちの悪戯が呼び水となって，メンデルの怒りが爆発し，子供た
ちを打とうとする。彼は自分の葱懲を自制できず，自ら蒔いた怒りに振り回され，どこに立ってい
るのかさえ判断できないほど自分を見失う。だが3時の時報を耳にした瞬間，轟音は鳴りを潜め，怒
りは冷め，授業が進むにつれ聖書を朗読する子供たちの声がメンデルの心に平静を呼び戻す。
　「Endlich」という言葉にメンデルの待望が窺えるように3時の時報を彼は待ちかね，やっと鳴っ
たところである。3時は日常時間から聖書を教えるという聖務日課への移行の時刻である。メンデ
ルの子供に向けられた怒りは実は自分を無視した妻への怒りであリ，二人の心の隙間が次に明らか
になる。
（2）　…　　und　die　Uhr　tickte　und　holte　zu　sechs　Schlttgen　aus，　und　der　Mann　atmete。
　　Lautlos　lagen　die　Kinder　in　der　Ecke　neben　dem　Herd，　Deborah　sichtbar，　aber　weit，
　　wie　in　einem　andern　Ra㎜．　Gar　nichts　geshah，　Democh　schien　Unendliches
　　geschehen　zu　wollen．　Die　Uhr　schlug　wie　eine　Er16sung．（S．119）
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「…　そして時計は時を刻み，6時を打とうとしており，夫が息を吸い込んだ。物音ひと
つたてず，子供たちは部屋の隅で竃の側に横たわり，デボラは目には見えるのに，遠い，
まるで別の場所にいるようだった。何ひとつ起こりはしなかった。それなのに計り知れな
い事が起きようとしているようだった。時計が救いででもあるかのように時を告げた」
　月日と共に子供たちは成長し，メヌヒムは病は癒えないものの或る日「ママ」と言葉を発する時
が来る。いつもより早く目覚めた彼女は寝ている夫の左目が一瞬無意識に開くことに気づき，「その
僅かな瞬間がデボラには10年の歳月に感じられ」（S．119）る。それは夫と過ごした永い時間であり，
再び果てしない待つという行為が始まる瞬間だった。時計の響きがデボラにある意図を持って聞こ
える。時計の音を聴きながら，デボラは何か特別の事が起こる気がした。いや起きて欲しいのだ。
その時ようやく目覚めと朝の祈りの時刻である6時を告げる音が響く。この音はデボラに救いの手
を差しのべたかのように，間もなくメヌヒムは言葉を発する。それは彼女にとって「まるで啓示の
ように崇高で，雷鳴のように力強く，愛のように暖かく，天空のように慈悲深い」（S．120）のであ
る。たった一言が母にとっては病気の子の治癒を意味する。しかし同時にこの瞬間夫の左目がデボ
ラに氷りっいた湖を想い出させる。この冷たさは恐らく二人の間に潜む本質的な違いであり，やが
てそれは覆い隠すすべもなく現われる。彼女は夫への冷めた愛をこの時はっきりと自分の中に確認
し，この朝を境に夫婦間の欲望は姿を消し，同性のように暮らし始める。メンデルにとってもこの
日がデボラとの「二度目の，今度は憎しみと苦悩との結婚」（S．131）であり，夫婦は互いに愛する
ことの喪失を憎しみによって回復しようとする。
（3）Von　der　Turmuhr　schlug　es　sieben　Schlage，　vier　tiefe　und　drei　helle．　Da　rief
　　Menuchim：“Mama，Mama！”Und　als　Mendel　sich　zu　ihm　umwandte，　sah　er，　daβ
　　der　Kleine　den　Kopf　in　die　Luft　strecte，　als　atmete　er　den　nachhellenden　Gesang　der
　　Glocken　ein．　Wofiir．bin　ich　so　gestraft？　dachte　Mendel．　Und　er　durchforschte　sein
　　Gehirn　nach　irgendeiner　Suride　und　fand　keine　schwere．
　　Die　SchUler　kamen．（S．133）
「時計塔から鐘が7つ響いた，4つは低く，3つは高い音で。その時メヌヒムが“ママ，マ
　マ！”と叫んだ。そしてメンデルが彼の方を振り向くと，子供が頭を戸外に突き出してい
　るのが見えた。まるで鐘の残響を吸い込むかのように。何のためにこのように私は罰せら
　れているのだろう，とメンデルは考えた。そして彼は自分の知恵を振り絞って，罪が何か
　あるのかくまなく探したが，重い罪はなかった。生徒たちがやって来た」
生徒たちが昼食から戻る（1）と同じ時刻の象徴的な場面である。ある日の午後，父と子の水いらず
のひとときがあった。父はグラスをスプーンで鳴らしながら，「初めに神は天と地を創造された」（S．
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132f．）と繰り返し教えようとするが，メヌヒムの興味は聖書の言葉にはなく，グラスの鳴る音にあ
る。そして折しも時を告げた鐘の音に心を奪われ，全身を耳にしてその響きに酔いしれる。このメ
ヌヒムの反応は彼の未来を象徴している。この日の詑憶が彼を作曲家へと導き，〈メヌヒムの唄〉
が生まれるのだ2）。この時メヌヒムの瞳は未来へと向けられ，メンデルの眼差しは過去へ注がれてい
る。鐘の音はメンデルに神の存在を想い出させ，過去の罪を記憶から呼び起こそうとするが，この
時の彼には罪は思い当たらない。
（3）Kurz　nachdem　die　Uhr　Mittelnacht　geschlagen　hatte，　knallte　ein　Schuβ，　hart　und
　　scharf，　mit　einem　Iangsam　verrinnenden　Echo．　Kapturak　und　der　Wachtmeister
　　erhoben　sich．　Es　war　das　verabredete　Zeichen，　mit　dem　der　Posten　zu　verstehen　gab，
　　daβdie　nachtliche　Kontrolle　des　Grenzoffiziers　vorbei　war．（S．139）
「時計が夜中の時を告げた直後，銃声が硬く，鋭く，ゆっくりと流れるような残響を伴って
　響いた。カプトゥラークと夜警が立ち上がった。それが国境警備隊の将校が夜の点検を終
　了したことを知らせる，歩哨と取り決めた合図だった」
　10年の歳月が流れ，二人の兄たちは徴兵の年令に，姉ミリアムはコサック兵たちに追い回される
年頃に達する。デボラは今度は息子たちを兵役から逃れさせようと，カプトゥラークに手引きを依
頼する。兄ヨーナスは自ら志願兵となり，ひとりアメリカへ脱走するシェマーリャは国境で警官を
買収したカプトゥラークと息、を潜めて出奔の合図を待っている。この場面の時計の役割は救済の合
図を告げることにある。この真夜中の鐘は脱走兵たちの自由と，故郷との別離の合図である。そし
て次に鳴る夜明けの鐘が彼らの自由を証明する。
（4）Eine　Stunde　sptiter　erblickte　er　die　erste　fremde　Stadt，…　　Von　einer　Turmuhr
　　schlug　es　sechs．　Auch　von　der　Wanduhr　der　Singers　schlug　es　sechs。…　　Alle
　　hatten　an　ihm　gedacht．“Gott　wird　ihm　helfen　！”sagte　Mendel　Singer．　Und　also
　　brach　der　Tag　an．（S．140）
「一時間後彼は最初の見知らぬ町を見つけた，…　　時計塔から6時の鐘が鳴った。ジンガー
　の家の壁時計も6時を告げた。…　皆は彼のことを考えていた。“神が助けて下さるだろ
　う”と，メンデル・ジンガーは言った。こうして一日が明けた」
　国境を越え，西の町に辿りついたシェマーリャを時計塔の鐘が祝福する。その鐘の音と呼応して，
置き去りにされた故郷の家では，6時の時報と共に彼の無事を祈る家族が彼の欠けた一日を迎え，
一方シェマーリャはもう追われることなく，アメリカへの第一歩を踏み出す。
　ロートは反復の文体3）によってツクノウの単調な日々を描く。祈りによって朝は神と共に始ま
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り，神への行為は当然時間と結び付く。退屈な日々，反復される日常の時間の中で，神はまた人生
が時間との闘いであることを識らしめる。（1）から㈲まで挙げた時鐘の場面では，どの鐘の音もメン
デル，デボラ，メヌヒム，シェマーリャそれぞれの次の時間への待望の思いと重なり，或いは祈り
の時への移行がある。（1）では，メンデルは3時の時鐘をきっかけに聖書の世界へと引き戻され，激
しい怒りは鎮静する。彼の妻への念愚は一時的にではあるが心の平静へと解放される。（3）ではメヌ
ヒムには鐘の音がある啓示のように聞こえる。それは彼の病の重荷から未来の音楽家への道を示唆
し，父は子供の病気の原因となった罪を自分の過去に問いかける。（4）では，シェマーリャの父祖の
伝統に背く兵役4）からの脱走の合図の時間を報らせる時鐘に銃声の音が重なる。そして（5）では朝の
祈りの時を告げる鐘はシェマーリャの脱走の成功を祝福し，家族は彼の無事を神に祈る。メンデル
の罪の意識や夫婦の亀裂，法律違反など条件付きとはいえ，ここでは時鐘の音はまぎれもなく（2）の
例が代表するように「救いででもあるかのように時を告げ」，解放，治癒，脱出，救済への転換を意
味する徴なのである。この時鐘によって報らされるツクノウでの日常の時間はしかし，anonym（匪
名）の時代の中の時間である。それは物語が「Vor　vielen　Jahren　lebte　in　Zuchnow…　」（S．107）
と始まるように，年月の流れは例えば「am　Ende　jeder　Woche　brach　so　der　Sabbat　an」（S。109）
（毎週末にこうして安息日が始まった）「die　Tag　dehnten　sich　zu　Wochen，　die　Wochenwuchsen
sich　zu　Monaten　aus，」（S．109）（日々が週へと脹らみ，週が月へと成長した）「Also　brachen　die
folgenden　Tage　an，…　Es　war　wieder　Winter．…　　Also　verrannen　die　Jahre」（S．140）（こ
のように次の日々がはじまり…　再び冬になり…　こうして月日が流れた）などと，ロートは
敢えて特定の日付を持たない表現を用いて，永遠に繰り返される年月を印象づける。しかしこの固
有の日付を持たない時間の流れに，ロートは一個所だけ歴史的な事実「対日載争は既に終わってい
た」（S．123）を挿入することによって現実性を主張する。この反復する時間の流れの中ではメンデ
ルは神にのみ属し，時間は神と結び付き，神の庇護のもとにあり，神の秩序に支配される。ここに
は神の存在を証明する場面がある。
　Eine　groβe　Furcht　vor　Gottes　kleinem　Finger，　der　eben　ganz　leise　gewinkt　hatte，
　ergriff　die　zwei　Knaben　und　das　Mtidchen．（S．117）
「かすかにそっと合図をした，神の小さな御手への大きな畏れが二人の男の子と少女の心を
を捉えた」
　日頃母の愛情を独占するメヌヒムを妬む兄と姉は，弟を遊ばせているうちに彼を殺してしまうこ
とを思い付く。しかし子供たちは神の存在を感じ，途中で恐ろしくなって家に弟を連れて帰る。結
局メヌヒムには何事も起こらなかった。この日の出来事は兄と姉以外知れることもなく，後年メヌ
ヒムの記憶にも残っていないが，神が彼を救ったのである。しかしもうひとつの出来事では神が具
体的な人格をもってメヌヒムを助ける。
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　P1δtzlich　reiβt　mich　jemand　hoch　und　treibt　mich，　ich　laufe．（S．236）
「突然誰かが僕を高く引っ張り上げ，急き立て，僕は走る」
　メヌヒムがアメリカで父にツクノウでの出来事を回想して語る場面である。火事が起き，家には
誰もいない。歩けないメヌヒムをっき動かし，走らせ，「火事だ」と叫ぱせる「jemand」，これは一
体誰だというのか。神以外には考えられないではないか。
II
ツクノウには川の流れのようにすべてを沿々と押し流してゆく悠久の時の流れがある。
Hundert　tausende　vor　ihm　hatten　wie　er　gelebt　und　unterrichtet．（S．107）
「彼の前には何十万と彼と同じように生活し，教えた者がいた」
Seit　tausend　Jahren　ging　es　niemals　gut　aus，’wenn　ein　Bauer　fragte　und　ein　Jude
　antwortete．（S．125）
「農夫がものを尋ねてユダヤ人が答える時，何千年来うまくいったためしがなかった」
　Die　paar　tausend　Jahre，　die　in　den　Augen　Kossaks　leuchteten，　lagen　dazwischen＿
　（S．224）
「コサークの眼の中で輝いている何千もの年月がその間にあった」
　この気の遠くなるほどの，限界のない時間の長さ。時間の流れは過去へ，過去へと遡行する。こ
の現在は数千年の過去の記憶の連なりであり，まるで永遠の一部であるかの印象を読む者に与え
る。ユダヤ民族の特性でいえば，過去はユダヤ民族によって永続し，過ぎ去った瞬間抜きには現在
は有り得ない。かつて起きたことは全て，常に起きるのである。更に現在の出来事は過去の意味を
明らかにし，未来の約束への待望を提供するのだという。ユダヤ人ははっきりした時間の意識を持
つ民族であり，すべては歴史的，時間的に捉えられる。夜の帷とともに始まる一日は3回の祈りに
よって時間に刻まれ，安息日を基本的なアクセントにもつ一週間の積み重ねは季節と名を変え，一
年は過越祭，新年，順罪の日など祭と祭によって刻まれる。その民族の時間意識は2千年の民族離
散を遡り，更に天地創造の起源まで辿りつく。ユダヤ教はひとつひとつの現在を過去の，それも創
造や神の救済という神のドラマとの関連に置き換えて捉えるのである。ユダヤ教は「夕べがあり，
朝があった。第一の日である」（創世記1，5）と，天地創造において時間の位置づけを明確にし，時
間のサイクルの中で日常のリズムを維持することをその民族に教えた。そもそも聖書は「はじめに
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言があった」（ヨハネの福音書1，1）とあるように，歴史には始まりと終わりがあるという考えに基
づく。当然時間も有限の流れであり，秩序があって，乱れがない。更に聖書は歴史を円環としてで
はなく，直線的に眺め，その中の出来事の年代は歴史的に確保されている。ギリシャ人は空間の枠
組みの中で物事を考え，ユダヤ人は世界観を時間軸の中で捉える。その時間観念は直線的であり，
ひとつの方向を持ちつつ神を目指すのである。人間の時間に神が介入し，イニシャティブを取る。
人は時間の中に生まれ，やがて時間の中から去っていく。ユダヤ人にとって死とは，生の燃えつき
た当然の帰着であり，個人は死をもってその生を終え，時間を越えた存在として記憶の中で生き続
ける。メシアはこの世と次の世を媒介し，メシアの時とはもはや明日の時を思い患うことのない時
間，つまり時間の終わりを意味する。
　ツクノウではメンデルはこの過去に連なる民族の大きな時の流れの中に身を置き，日常の時間の
たえざる反復に身を委ねる。ユダヤ人の生活の営みは父祖伝来の時間を過去に確認し，それを明日
へと継続，伝達させていくことにある。それが，侵食作用を伴う時間の流れにも拘らず，ユダヤ教
を絶えず蘇生させてきた。それは当然メンデルたち，シュテッテルに住む者の集団の時間でもある。
そして「anonym」な時間とは長さを計測できない時間でもあった。ところがメンデルー家がシェ
マーリャのアメリカからの手紙を受け取り，移住が決定すると，時間は海路での移動によって意識
され「14日間の船旅」（S．175）という計測の対象となる。そしてやがてアメリカで「1915年以来ヨー
ナスは行方不明」（S．229）と初めて特定の年月を持つ。
　ツクノウの時間が神と結び付いた過去との繋がりを持つなら，アメリカでの時間はどんな意味を
持つのだろう。
III
　次にロシアと対比的に提示されたアメリカでの時計の象徴的な場面を二つ挙げる。
　メンデルに孫が生まれ，習慣の違いに戸惑いながら，アメリカは我が家となりつつあった。妻は
絹の服と金のネックレスを身に付け，ミリアムはサムと名前を変えたシャマーリャの経営する百貨
店で働き，サムの共同経営者マックと付き合い始める。サムは成功し，金持ちの地区へと移り住み，
メンデルはやっとアメリカを神の国，ニューヨークを奇蹟の街だと信じ始める。だが漸くメヌヒム
を迎えに行く矢先に戦争が起き，サムはアメリカ市民として出征する。翌年マックがサムの戦死と
彼の時計を形見として届けにやって来る。
（6）Mirjam　sagt：“Mac　ist　zurUckgekommen．　Er　hat　Sams　Uhr　gebracht　und　letzen
　　GrUβe．”…　　Es　ist　sti11，　man　h6rt　das　harte　Ticken　der　Uhr．…　　Die　Uhr
　　tickt，　der　Schnee　fallt，　und　Deborah　reiβt　sich　die　Haare　aus．…
　　Es　ist　sti11，　Deboahs　Gesang　hat　aufgeh6rt，　die　Uhr　tickt，…　　　Dann　ftillt
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　Deborah　vom　Sesse1．（S．197f．）
「ミリアムが“マックが戻って来たわ。サムの時計と最後の言葉を持って”と告げる。…
しんとして，時を刻む時計の音が冷たく聞こえる。…　　時計がカチカチ音をたて，雪が
降り，デボラが髪を引き抜く。…　しんとしてデデボラの唄が途切れ，時計が音をたて
る，…　　それからデボラが椅子からころげ落ちる」
　2月の寒い真昼時，ミリアムの平日の訪問がメンデルに不幸の到来を察知させる。予想通りマッ
クがサムの形見の時計を届ける。すると全く不意にデボラが奇妙な行動をとる。自分の髪の毛を束
にして何度も引き抜き，頭の地肌からは血が滲む。そうして時計のリズムに合わせて，古いユダヤ
の子守唄を死んだ子供のために歌い始めるのである。彼女の胸から最後の歌声が吐き出された時，
デボラは椅子からころげ落ち，床に横たわる。突然のサムの戦死の衝撃が母を狂わせ，息子のもと
に追いやったのだ。
（7）Sechs　Schlage　erklangen　aus　dem　Innern　der　Uhr．　Da　erwachten　die　Fremde，einer
　　nach　dem　andern．…　　　Seit　diesem　Morgen　blieb　Mendel　Singer　bei　den
　　Skowronneks．（S．210）
「6つの音が時計の内側から鳴り出した。すると友人たちが次々と目を覚ました。…　　こ
　の日からメンデル・ジンガーはスコプローネクのもとに留まることになった」
　妻と子を同時に失い，メンデルは神を拒否し，抵抗し，神を殺そうとする。彼の身を案じる友人
たちは一晩中付き添うが，メンデルを一人にしておけず，スコプローネクの家に彼の住まいを移す。
家族を亡くしたメンデルはこの日から家も，そして神をも失う。時計の鐘が全てを奪われたメンデ
ルの悲痛な叫びのように奥底から鳴り響く。
　故郷のゆったりとした空気がここ新大陸にはないように，ツクノウで救済の響きを持った時鐘は
故郷とは異質で，その響きは恩寵とは程遠く，むしろ死を連想させる。⑥では時鐘ではないが，停
止したサムの時計は彼の死の証として戻り，壁の時計のカチカチ鳴る音色はデボラの心臓の鼓動と
リズムを合わせ，冷酷な勢いで彼女を死へと後押しする。⑦では全てを失ったと信じたメンデルの
生に死が入り込む。彼の心には沈黙が住みつき，「いまなおデボラの声が聞こえる」（S．233）と話相
手に死んだ妻を選ぷ。ここでは時計の音は逃げ場のない死という運命の一撃として彼らを苦しめ
る。メンデルはかつて「アメリカは昔のパレスチナのような神の国であり，ニューヨークはエルサ
レムのような奇蹟の街だ」（S．180）と聞かされたが，今「アメリカが我々を殺したのだ。アメリカ
は祖国である。だが死の祖国だ」（S．200）と信じる。
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1V
　ロシアの時間がく聖〉なる意味を持つなら，アメリカのそれはく俗〉の時間と呼べるだろう。ア
メリカでは時は順列もなく，混沌として，人々は時間を切り刻み，それを売り捌く。この地で神の
時間との競争から解放されたメンデルは2つのことを学ぷ。あらゆるものが先を急ぐアメリカで
「ゆっくりと歩くこと」（S．184）と，「時間は貴重なもの」（S．190）ということである。しかしここ
で生み出されたものは，ツクノウとの時間の決定的なくずれ〉である。言い換えれば秩序と自由の
く齪館〉である。時間は未整理のままであり，人間の意志に支配され，ロシアの単純な時間に比べ，
遥かに複雑な都会の時間がそこにある。人々は空間と同様に時間の価値を発見し，時間は機械化さ
れ，技術と絡み合い，断続的な繋がりを見せる。こうして時間は合理化され，世俗化する。
　Zwischen　zw61f　und　zwei　muβman　Lunch　essen　und　zwischen　sechs　und　acht　ein
Dinner．　Dieser　Zeiten　achtet　Mendel　nicht．　Er　iβt　um　drei　Uhr　nachmittags　und　um
　ze㎞Uhr　abends，　wie　zu　Hause，…　　　（S．180）
「（アメリカでは）12時と2時の間にランチを，6時と8時の間にはディナーを食べなけれ
ばならない。この時間をメンデルは気にしない。彼は故郷でそうしたように午後3時と夜
10時に食事する，…　　」
　Was　bei　uns　Tag　war，　ist　hier　Nacht．　Was　bei　uns　Leben　war，　ist　hier　Tod．（S．200）
「我々には昼だったものが，ここでは夜なのだ。我々には生だったことが，ここでは死だ」
　Wann　ist　Sonntag？dachte　Mendel．　FrUher　hatte　er　von　einem　Samstag　zum
　andern　gelebt，　jetzt　lebte　er　von　einem　Sonntag　zum　ntichsten．（S．196）
「いつが日曜日なのか，とメンデルは考えた。以前は土曜日からその次の土曜日へと日を送っ
ていたが，今や彼は日曜日から次の日曜日へと暮らすようになった」
　神と結び付いていた時間は神から切り離され，リズムは神のそれではなく，生産と技術のリズム
へと姿を変え，もはや秩序を持たず，時間のくずれ〉は昼と夜，週日へと拡大し，究極的に生と死
の逆転を生み出す。ツクノウでの反復する時間の流れ，例えば毎週末の安息日，数々の神への行事，
これはメンデルにとっては，自明であり永遠を意味するはずだった。しかし聖なる安息日の神話は
ここでは崩壊寸前となり5），いつしかメンデルの生活もアメリカの時間の枠組みの中にある。Hans・
Jttrgen　Blankeは「新しい世界でジンガー一家を襲った不幸が初めて老人の歩調をより遅くさせ
たのだ」6》と述べ，Blankeは，メンデルは新しい時間の認識を得たが，時間の緩急の差とテンポの
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変化が彼らの不幸の原因だと解釈する。しかしメンデルが「ゆっくりと歩くこと」を学んだのは，
単に教師の職を失ったことで先を急ぐ必要がなくなったからにすぎない。Mttller　・Funkは急激な
旧世界から現代世界への移行によって，メンデルはアイデンティティーを失ったのだと解説する
7）。しかしランチは3時から12時へ，昼は夜へ，一週間の始まりは日曜から月曜へ，これは一方の世
界への移行というよりむしろ生活習慣による時間のくずれ〉である。このくずれ〉が人々を神から
遠ざけ，神は人々に背を向ける。神への祈りを「サービスであり，慈善行為」（S．180）と名づけ，
人々は神に「幸せや健康ではなく繁栄」（S．181）を要求する。Emil　G6ggelはこの繁栄への志向
が神との疎遠を招き，神への方向性を失わせたのだという8）。神への祈りの際には方向，ミスラッハ
が必要であり，方向を失ったアメリカでは夜サーチライトがまるで「絶望して夜空で神を捜してい
る」（S．190f．）ようにメンデルには思われる。神は彼らのすく゜傍らにいないことは明らかである。こ
の地では時間は金銭欲の対象となりうる。経営者は労働力とともに時間を買い取り，労働者は時間
に支配される。ここでは時間は過去とは繋がりをもたず，過去は失われた時間として横たわる。そ
して時間は未来へ向かって方向性を持ち始める。
　Aber　man　soll　nicht　klagen！Es　geht　aufw乞rts！（S．183）
「愚痴をこぼさないで！　上へ行けるんです！」
　Also　wanderte　er　durch　die　Zeit　dem　Greisenalter　entgegen，　vom　Morgengebet　zum
　Abendgebet，　vom　FrUhstUck　zum　N　achtmahl，　vom　Erwachen　zum　Schlaf．（S．184）
「こうして彼は朝の祈りから夕べの祈りへ，朝食から夕食へ，目覚めから眠りへと，時間の
中を老年に向かって歩いて行った」
　シェマーリャにとって時間は全て商売のために存在し，ひたすら上だけを目指し，いまや父と時
間を共有することもない。時間は商売にとって「貴重なもの」であって，正統派ユダヤ人の父のよ
うに宗教的に生きるためのものではない。時間認識のずれは世代間のずれに等しいのだ。ここでは
時計の針は先へ先へと回転してゆく。現在は刻一刻逃げ去る瞬間であり，ツクノウのように過去に
ではなく，前方の未来にだけ連なるのである。
　しかし，彼らの傍らに神がいないこのアメリカで「奇蹟が起き」（S．234），メヌヒムがオーケス
トラを率いてやって来る。これはメンデルにとっては奇蹟であるが，ロートはラビの言葉「メヌヒ
ムは健康になる」（S．115）以前に既に医者に「私は彼を治せるだろう」（S．111）と言わせているよ
うに，実際には近代医学の勝利，それもヨー一ロッパの医学の勝利である。気が触れ，アメリカの先
進医学に見離されたミリアムについてもメヌヒムに「きっとヨーロッパで彼女は良くなるでしょ
う」（S．239）とロートは言わせている。Muller　Funkは「奇蹟を行なうラビの予言に対する競争
相手として医者を登場させ，近代医学が奇蹟にとって替わったj9）と述べる。時代は奇蹟から近代医
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学に比重を移した。ミリアムはロートの妻フリーデリケがモデルだと指摘されているが，
近代医学に妻の病気回復を託す彼の切実な願望が含まれているに違いない。
ここには
V
　デボラの信仰はメヌヒムの病気の治癒，シェマーリャたちの兵役免除のひとつの手段であり，具
体的な救済を現世に求めた。だがメンデルは死への願望を信仰の基盤として，救いを来世に求める。
絶えず彼の心は「1ebendig　oder　tot；lieber　tot」（S．225）と死に傾き，最後まで「ヨプのように生
に満足りて」（S．238）死ぬこどだけを思い描く。MUIIer　Funkが「死への憧れ，目前の世界から
姿を消すという願いはロートのどの小説，物語の中にもある。ロートの好みの地形，それは静止し
ている場所，つまリカプチーナの墓所であり，パリの橋の下である」10｝と指摘したが，それは「ヨ
プiにも随所に見られ，この願望は次の記憶が生み出す円環の時間への憧れとも一致する。
　Sieben　runde　Tage　rollten　nacheinander　ab，　wie　groβe，　schwarze，　langsame　Reifen，
　ohne　Anfang　und　ohne　Ende，　rund　wie　die　Trauer．（S．199）
「まる7日間が順々に回っていった，まるで大きな，黒い，ゆっくり回る輪のように，始ま
りもなく，終わりもなく，悲しみのように丸く」
　デポラとシェマーリャの服喪期間は終日祈りと沈黙の世界である。この間の食事は生命の永遠を
象徴して丸い茄で卵とクロワッサンの「runde　Speisen」（S．199）というように，全てが丸い世界
である。時は流れず，その場で永遠に円を描き続ける。死者についての個人の記憶がひとつの運動
を生み出す円還の時間，これは直線的な時間観念に矛盾するものである。しかし円のイメージは人
間が普遍的に志向する形であり，記憶という過去への好み，この時間を逆流し，時間を固定しよう
とする欲望はロート個人の強い欲求でもある。彼は『反キリスト者』の中で，「ひょっとすると，い
つの日にかこの国でも，人は時間を持ち，…　　そして持続不変を好み，はかない一時性を憎み，
金を軽蔑するようになるかも知れません」11）と述べ，アメリカでは人間は時間を持たないのだとい
う。〈反復〉がキルケゴールの定義する過去への関心であり，反復されるものが必ず存在していた
ものであるなら，過去の記憶を持たないアメリカには時間の場が開かれない。ロートはここアメリ
カを影の空間と呼び，この国の実像は真実ではなく，単に一時的な存在であり，時間もそれに相応
していると言うのである。一時性を嫌い，不変性，持続，永遠を求めるロートの姿勢は『ヨプ』に
おいても，「昼と夜，夏と冬の永遠の変転」（S．146）という表現，また前述のツクノウの反復する日
常の時間の表現にも見られたが，しかしそこでは時鐘が有限性を示し，時の流れは子供の成長，夫
婦の変化によっても明らかである。ツクノウではその本性において永遠なる神の手に覆われ，人間
の時間性は律法と儀礼に律された凪ぎの状態にある。それは自由の国という過去の記憶を持たない
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一時性に対するロートの批判である。Blankeは「時間の経過が不変性を印象づけ，その中に歴史的
出来事を暗示するという矛盾がある。そして時間を停止しようとする傾向は，正統派ユダヤ人の歴
史と無関係な認識に由来する」12）と述べ，ユダヤ人は歴史を負の宿命として自分自身の身に蒙った
ので，終末論的に幻の未来と永遠を肯定しようとするが故に，現実と現在を否定したというのであ
る。西欧の歴史はキリスト教の歴史と言い換えることが出来る。ユダヤ人四千年の歴史はいつの時
代においても他の文明の中に生きた離散の歴史である。西欧の歴史と並行して，神との契約の普遍
性を軸とし，「過去の世代に尋ねるがよい。父祖の究めたところを確かめてみるがよい」（ヨプ記8，
8）と絶えず過去への記憶をたどりながら続いてきた記憶の歴史である。ロートは「勝者の恐怖の行
列，敗者に対する果てしなき抑圧の連なり」13）と西欧の歴史を拒否し，歴史の時間からの永遠の逃
走と記憶が生み出す円環の時間を求めたのである。
　ロートは「果てしなき逃走』（1927）の冒頭では「オーストリア軍陸軍中尉フランツ・トゥンダは
1916年8月，ロシア軍の捕虜となった」14）と日付を強調した報告という形式を選び，自らの虚構性
を括弧に入れて真実の出来事だと宣言した。反対に「ヨプ』では「anonym」な日付の中に歴史的出
来事をまるで物語の一部のように紛れ込ませ，そのため「ヨプ』は実証的な特性に欠けると評され
る15｝。しかしむしろその日常的な描写は詳細な記録であり，社会的現実が伝説的な要素と結び付い
たのである。この小説はBlankeの述べるように「20世紀であって，社会批判的視点は個人分析に
強調されている。断じてメルヘンでも，非時代的でも，虚構でもない」16）のであって，その内容は
Romanの形式による報告にふさわしいのである。
結び
　ロシアとアメリカ，二つの社会では時間の支配を神と人間が頒かち合った。メンデルは時間の
くずれ〉をロシアに帰ることによって回復しようとするが，ロシアでもごく近い将来時間を人間と
機械が支配することは必至である。それ以上に物語の続きはユダヤ人すべての不幸を予期せざるを
えない。ロートは二つの社会における時間の対比を不変性と一時性に置き換える。彼にとって不変
性，永遠なるものは善として神によって代表されるが，一時性の本性を持つものとしてのアメリカ
は同化やシオニズムと共に否定される。Helmuth　NUrnbergerは言う「変化を恐れる理由がユダヤ
人にはあるのだ。それは変化によって彼らの状況が良くならないことは経験が示しているからであ
る」17）と。第一次大戦，オーストリアの崩壊，第三帝国の拾頭という変化の中で，メシアを待っこ
とを死を待つことへと変化させる以外に，人間の力で運命を変える可能性があるだろうかと。ただ
奇蹟という神だけが起こせる力を除いては。
キリスト教はメシアを現世に設定するが，永久に未来にあるのがユダヤ教のメシア思想である。ユ
ダヤ人の未来とは歴史的未来であって，来世（Jenseits）とは異なる。来世，輪廻転生という考えは
非常に古くからギリシャにもエジプトにもあったが，旧約には全くない。旧約は恐ろしいほどのリ
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アリズムの世界，来世という安易な慰めのない峻厳な世界であり，正義はこの世で確立されなけれ
ばならない。だからヨプは現世で救われる。しかしこの来世という考えがロートの中にはあった18）。
メンデルの唯一の安息の場は来世であり，充足は円環の時間に身を委ね，永遠の時間を手に入れる
ことにある。神との和解と救済は約束される，だが現世ではない。現世では報われないことが明ら
かで，歴史的未来を信じることは更に難しい。それ故来世に託して神の義を成就しようとする心理
的解決をロートは求めざるをえなかった。だが，これは時間の存在しない歴史から逸脱した逃げ道
であることほ言うまでもない。
　更にこの円環の時間という丸い世界にはひとつの空間がその裏にある。ロートがメヌヒムに「母
を憶えている…　彼女の顔はとても大きくて，まるで全世界のように丸い」（S．237）と語らせて
いるように，丸い世界は母のイメージ，母性的故郷を示唆する。ユダヤ教は父性的な宗教として母
性的なシンボルは繰り返し排除され，儀式の中でも社会的にも女性は軽んじられてきた。しかしユ
ダヤ人コミュニティが全てを包容する故郷としてすでに母性的な特徴を持っているように，この非
定住性の男性的な宗教の裏には出発点としての人間の原初的な大地，母胎回帰願望が厳然と存在し
ている。ロートの父性的なものへの憧れ，女性憎悪は度々指摘される。しかし彼のユダヤ人の真の
故郷は「神の永遠の胎内」19）という表現にも，その根底には無意識の隠れた次元，母なる故郷への
願望を切って捨てることはできないのである。更にこの母なる故郷のイメージはrレヴィアタシ」
の主人公ニッセン・ピツェニックが還って行った珊瑚礁の海に繋がるのである。
　ロートがSt．ツヴァイクに「あなたはタルムードを学びましたか。エホバに毎日祈りますか。テ
フィリンをつけますか。いや，それは過ぎたことです」2ωと言い，ユダヤ教を過去の遺物扱いし，
彼自身律法や祭儀から離れ，文明化，世俗化したユダヤ人を表明しようとも，ユダヤ教は歴史や文
化，伝統，コミュニティへの帰属を内包している宗教であり，＜Jude＞という言葉がユダヤ人とユ
ダヤ教徒の二つの意味を持つように，ユダヤ人の出自を持つロートにはユダヤ教という伝統まで振
り払うことはできない。改宗は伝統に対する背信の行為となるからである。ロートは1930年Stefan
Fingalに「困難に陥ると，子供時代の信仰に救いを求める」2ユ）と述べ，事実妻の病気回復の為にラ
ビの元を訪ねたように，彼の心の中では常に信仰が最後の切札として力を秘めていたのである。
　ユダヤ教の第二神殿の破壊を記念する行事では今でも『ヨプ記』が詠まれる。二千年の離散が始
まるその日を偲び，いわれなき困難に苦しみながらも神を裏切らないヨブを讃え，ユダヤ民族をヨ
ブと同一視するのである。パウル・クレーはロートと時を同じくしてヒトラーを想像させる「征服
者』と「ヨプ』という絵を描き，ヨプに国家的色彩を帯びて行き詰まり状態にあるバウハウスの方
針と自由な仕事との間で忍耐する自分の姿を重ねた。クレーとロートのヨプにはナチズムの拾頭と
脅威の衝撃が決定的に作用しており，ロートが「神を畏れぬ異端者が，ヨーロッパ文明や人間性に
近づいています，あなたも正義と誇りを持った闘士なのです」za）とツヴァイクに書き送ったよう
に，1930年の二つの『ヨプ』はヒトラーをサタンと名指した，ナチズムへの宣戦布告なのである。
『ヨプ記』という神話がユダヤ人にとって不滅の意味を持つことは，ツヴァイクの次の言葉が語って
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いる。「地上において神についての永遠の問いが完全には忘れ去られないために，謎のように永続す
る不運なヨブ的生活によって，その問いを繰り返すのがユダヤ精神の究極の意味そのものなのであ
ろう」23）と。
駐
　テクストはJoseph　Roth，　Hiob・Roman　eines♂吻伽ηMannes，　Kδln（Kiepenheuer＆Witsch），1994を使用。
引用箇所は本文中の括弧内にそのページ数を示した。また聖書は新共同訳，日本聖書協会，1995年を使用し，引用箇
所は括弧内に章句とページ数を示した。
1）前期の作品と「ヨブ」との相違については，多くの評論家が独自の視点で違いを示す。例えばロートの作品を視
　覚で捉えるヘルマン・ケステンは「それまでの分析的な様式が絵画的になった」（「現代ドイツ作家論」飯塚信雄
　訳理想社1959年199頁）という。エッチングのように色に乏しかったものが，油絵のように多彩な色彩を帯びてき
　たのだと。だがその見かけの変容にもかかわらず，内容は首尾一貫して初期の小説は時代に類型を与え，「ヨブi
　はその類型の永遠の関係を叙述し，そして一方は社会，一方は神という運命に個人が破壊されるのだという。又
　Ulrich　Greinerは「この現実にはもはやメルヘンや聖人伝で立ち向かうしかないのだ」（Der　Heilige
　Trinker，ln：Zeitmtrgazin，　Nr．44，1985，S．80）と，報告という形式ではもはやこの現実を描ききれないのだと，手法の
　違いを強調し，それ迄の挫折すべき運命がここで初めて安らぎに満ちた結末が用意されたという。更にFrank
　Trommlerは「「ヨブ」はロートのフィクションへの決定的な転換である」（Romon　und　Wirklichkeit，　Stuttgart，
　1966，S．60）と理解する。
2）メヌヒムは父との再会の場で，「僕はある午後のことを憶えています。太陽がとても明るく輝き，部屋はがらんと
　している。そこへあなたがやって来て，僕を高く掲げて，机の上に僕が座って，あなたはスプーンでグラスを鳴
　らす。それは素晴らしい響きでした。僕はその音を今作曲して，演奏出来たらと思いました。…　　それが唯一
　幼い昔のことです」（S．236）と述懐することから，この幼い日の記憶がメヌヒムの音楽の根底にあることが分か
　る。ユダヤ教の祈りのメロディーが底流にあることからもくメヌヒムの唄〉に涙するのはユダヤ人であれぱ当然
　のことである。
3）この作品は例えば「Hinter　ihm　leuchtete　ein　gelber　Schal　auf，　ein　gelber　Schal，　ein　gelber　Schal．　Die　Stimme
　erklang，　die　Stimme　des　Mtidchens．」（S．149）　というように言葉の繰り返しが多用され詩文の印象を与えて
　いるが，ムージルは特にメンデルが畑の中でミリアムとコサック兵の密会を目撃する場面は詩人の発想だと
　Soma　Morgenstemに語り，彼もツクノウにおけるロートの描写をアメリカでの場面と比較して，水を得た魚の
　ようだと述べる。（Soma　Morgenstern：／oseph　Roths　Flucht　und　Ende，　Lttneburg，1994，S．77）
4）メンデルはロートのエッセイ「放浪のユダヤ人」の文学的形姿だと指摘されるように，このエッセイは「ヨブ」
　の傍証としての役割を兼る。兵役についても「皇帝のために，ツァーのために死ぬのは愚の骨頂であるばかりで
　なく，トーラーから離れ，トーラーの掟に反した生き方をするのは罪であった。豚肉を食べるのも罪ならば，安
　息日に武器を携帯し，訓練をするのも罪であり，罪のない他所人に対して剣は無論のこと，手を振り上げること
　すら罪であった」（平田達治他訳法政大学出版局　1993年76頁）と述べる。ユダヤ人にとって兵役とは幾重にも罪
　を重ねることを意味するのである。
5）一切の仕事を禁ずる安息日は金曜日の日没から土曜の夕方までだが，貧しいユダヤ移民がアメリカで毎週土，日
　の二日を休むことは実際には難しく，次第に宗教的慣行は掘り崩されていった。これは故国の伝統を守ろうとす
　るメンデルの世代とアメリカ社会に適応しようとする子供たちの世代間の亀裂でもある。それでも彼らの大部分
　はユダヤ教の特別の祝日はこれまで通り祝った。
6）Hans・JUrgen　Blanke：losOph　Roth　Hiob．Mifnchen，1993，S，127
　Blankeは「私には時間がある。私はメヌヒムを待つ」（S．192）というメンデルの言葉に，かつてない時間のゆと
　りが現われているという。
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7）Wolfgang　Mttller　Funk：Josoph　Roth，　M伽chen，1989，S．127
8）Emil　G6ggel．rloseph　Roth　Hiob，　Stuttgart，1995，S．108
9）MUller　Funk：ebd．
　　繍痛はドイツのA．Hauptmannが開発したフェノバルビタールが1912年に導入されたことによって劇的に多数の
　　患者が発作から解放され，不治の病から治療可能な病となった。メヌヒムの場合も成長につれて発作が治ること
　　もあり，奇蹟ではなく，現実にはむしろ医療の成果といえる。
10）MUller　Funk：a．a．0．，S．118
11）ヨーゼフ・ロート「反キリスト者」（平田達治訳「放浪のユダヤ人J所収＞172頁
12）Blanke：a．a．0．，S．76
13）エンツォ・トラヴェルソ「ユダヤとドイツ」　宇京頼三訳　法政大学出版局　1996年　117頁
14）ヨー一一一一ゼフ・ロート「果てしなき逃走1　平田達治訳　岩波文庫　1993年　5頁
15）Trommler：a．a．0．，S．61
16）Blanke：a．a．O．，S．33
17）Helmuth　Ntirnberger：fosoph　1～oth，　Hamburg，1992，　S．16
18）P一トは1927年St．ツヴァイクに手紙で「あなたがユダヤ人は来世を信じていないというなら，私はあなたとは意
　　見が違います」と述べている。（ノbsOph　Roth　Bn’efe，19U・1939，hrsg．　von　Hermann　Kesten，　K61n，1970，　S．108）
19）ヨーゼフ・ロート「反キリスト者」　235頁
20）ノbs砂乃Roth　Briefe：a．a．0．，S．257
21）Michael　Bievert　：losOph　Roth　in　Berlin，　K61n，1996，　S．23
22）　ノbs句ウh　Rothβガ碗’ebd．
23）シュテファン・ツヴァイク『昨日の世界II　1　原田義人　みすず書房　1973年　635頁
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Joseph　Roths　．’Hiob”　－Die　Uhrschl銭ge　als　Schicksalsschlttge
Joseph　Roths“Hiob”erscheint　1930．　Mit　diesem　Roman　erzielt　er　zum　erstenrnal　einen　groβen　E㎡01g：z．B．
eine　Auflage　von　30，000　Exemplaren　und　die　Verfilmung　des　Romans　in　Amerika．　Die　Hauptfigur　Mendel
Singer　Ubt　in　Ruβ1and　den　schlichten　Beruf　eines　Lehrers　aus．　Nach　der　Auswanderung，　die　Miβgeburt
Menuchim　in　Zuchnow　zurucklassend，　wird　er　furchtbar　vom　Schicksal　getroffen　Jonas，　der　eine　von　seinen
S6hnen，　wird　im　ersten　Weltkrieg　als　vermiβt　geme！det，　Schemarjah，　der　andere，　fallt　im　Krieg　als伽
Patriot　Amerikas，　seine　Frau　Deborah　stirbt　und　seine　Tochter　Mirjam　wird　wahnsinnig。　Men’del，　ein　modemer
Hiob，ist　eln　ganz　allttiglicher　Ostjude．　Trtigt　er　doch　die　Gottesnot　als　ein　Auserwahlter！Damit　gewinnt
das　judische　Problem　Mendels　im　zwanzigsten　Jahrhundert　an　Allgemeingttltlgkeit．
In　dieser　Abhandlung　wird　der　Bedeutungsunterschied　der　Zeit，　die　in　Zuchnow　und　in　New　York　verflieβt，　an
Hand　der　Uhrschlage　behandelt．
In　Zuchnow　verr量nnt　die　Zeit　wiederholt　und　anonym，　und　alles，　was　geschehen　ist，　wurde　durch　das　bereits
Geschehene　festgelegt．　Dort　ist　die　Uhr　mit　Gott　verbunden　und　die　Uhrschltige　klingen　wie　eine　Erlδsung．
Aber蝸es　ist　kein　Wunder　gescheh6n”und“ein　Jude　kann　sich　nichts　Besseres　wunschen，　als　nach　Amerika
zu　gelangen”．Im　Gegenteil　dazu　wird　die　Uhr　in　Amerika　von　Gott　abgeschnitten　und　die　Zeit　verflieβt，　Stunde
um　Stunde　immer　nur　welter　und　weiter．　Die　Uhr　schl談gt　ihre　Schicksalsschlage　mit　einem　Todessignal．
Trotz　Mendels　Zom　gegen　Gottb　vermag　er　Gott　nicht　ganz　von　sich　abzuschUtteln．　In　der　neuen　Welt
erfahrt　Mendel　zu　Lebzeiten　am　Ende　doch　noch　ein　Wunder，　das　Wiedersehen　mit　Menuchim，　am　eigenen
Leibe．　Aber　das　Wunder　ist　kein　Wunder，　sondern　Menuchim　wurde　in　Europa　medizinisch　geheilt。　Das　m6
chte　Roth　eigentlich　schildern．　Mendel，　Roth　auch，　strebt　nach　elner　runden　Welt，　in　der　die　Zeit　einen　Kreis
beschreibt，　der　mit　der　Sehnsucht　nach　der　Todeswelt　Ubereinstimmt．
Den　Zeitbegriff　in　Zuchnow　drUckt　Roth　mit　einer　Besttindigkeit　aus，　den　in　New　York　dagegen　mit　einer
Zeitweilichkeit；Roth　stimmt　dem　ersteren　wie“Ewigkeit”Caber　dem　letzteren　wie“Assimilation”und
“Zionismus”nicht．　Im　weiteren　Sinne　beinhaltet　das　Wort“Jude”die　Geschichte，　die　Zivilisation，　die　Tradition
und　d三e　jUdische　Gemeinschaft．　Deshalb　konnte　Roth　seine　Uberlieferte　Tradition　nicht　abwerfen．　Denn
fUr　Roth　ist　die　Religion　ein　Mitte1，　um　sich　selbst　gerade　noch　zu　bewahren．　Indem　Roth“Hiob”beschreibt，
indem　Paul　Klee“Hiob”zeichnet，　erkltiren　die　beiden　den　Krieg　gegen　die　Nazis，．　die　versuchten，　alle　Juden
zu　vernichten，　und　beide　kritisieren　namentlich　Hitlerals　Sa’狽≠氏D
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